
成果 課題
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総括コメント 評価 コメント 評価 コメント

各取り組みの結果分析に基
づいた指導の充実と、教員
の学習指導力の向上を図
る。

・全国学力・学習状況調査
における東京都の中央値以
上60％
・取組見直しを年度に1回以
上実施

55% B

・数学52.9％、国語56.5％
で未達成となった。
・課題を検討し、今後の取組
の見直しを行っている。 B

・放課後補習教室の拡張事業
（数学・英語）の充実
・数学総合検定を活用した放
課後補習教室と教員連携指導

・放課後補習授業の実施
90回以上
・数学総合検定1，2年2
単元以上実施 40% B

・９月末までの回数は３３回
である。
・数学総合検定は１０月より
実施する。 B

江戸川っ子　読書科コン
クールの参加と、ビブリオ
バトルの充実実践。

・各学年ビブリオバトル
年間1回以上の実施
・よむYOMUワークシー
ト30回実施

50% A

・ビブリオバトルは３学期実
施予定
・よむYOMUワークシートは
前期１４回は計画的に実施し
た。

A

「東京都体育健康推進校」
（令和５・６年度）を生か
した実践

・新体力テストにおいて
各学年東京都の平均値を
上回る。

ー ー

１２月に新体力テストの結果
が公表される。

ー

仮設校舎における、体力向
上に向けた環境整備の実践
する。

・屋内トランポリンの設
置。
・ハンドグリップの設置 100% A

トランポリンやハンドグリッ
プを２・３階に設置

A

教員組織の生徒情報共有を
活発化させ、授業ユニバー
サルデザインの整備を整え
る。

・校内特別支援部会を年
間30回以上実施
・生活指導部会での生徒
情報共有30回以上

40% B

・特別支援部会９月末日まで
に１１回実施
・生活指導部会９月末日まで
に１３回実施 B

鹿本学園との間接交流の充
実を図る。

・紙面交流年間2回以上
・取組アナウンス2回以
上

50% B

・紙面交流については毎月実
施をしている。
・校内周知取組に関しては、
今後実施予定

B

特別支援教室巡回拠点校と
しての情報発信

・拠点校だより作成　年
間3回（各学期最低1回
以上） 40% B

９月末日までに２号発行済み

B

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

適切に取り組んで
いただいている
が、活字離れの手
立てをお願いした
い。

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

「合意形成と合理的配
慮の充実実践」
〇組織的情報共有の充
実

適切に取り組んで
いただいている。

「復籍交流の充実」 適切に取り組んで
いただいている。

「特別支援教室のス
ポークスマン活動」

適切に取り組んで
いただいている。

体
力
の
向
上

適切に取り組んて
いただいている。

適切に取り組んで
いただいている。

「教員の学習指導力向上と
生徒の学力向上」
〇全国学力・学習状況調
査・江戸川区学力調査の活
用

「CD層の学力向上に向け
た取り組み」
〇放課後補習教室
〇数学総合検定

「東京都体育健康推進
校」の充実実践
〇教員の指導方法の工
夫改善

「生徒の体力向上」
〇運動機会の充実

学
力
の
向
上

頑張って指導して
いただいている。
引き続き取組をお
願いします。

適切に取り組んで
いただいている。

「読書科の更なる充実」

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

令和７年度　江戸川区立葛西第二中学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標
・　自ら進んで学ぶ生徒になろう
・　あたたかい豊かな心の生徒になろう
・　健康でたくましい生徒になろう

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

生徒が喜んで活動し、一人ひとりの確かな学力や個性、社会性を伸ばし保護者・地域から信頼される学校
本校で学ぶことに誇りをもち、主体的に粘り強く、豊かな社会性や思いやりをもった生徒
生徒一人ひとりの成長やそれを支える教育活動に最大の努力を惜しまない教師

前年度までの本校の
現状

①教職員の情報共有を一層円滑に実践し、教育活動の多くを新型コロナ以前の状態に戻すことが
できた。
②校舎改築による不安を払拭するため、目標と見通しを定めた教育活動の実践を図り、大きな混
乱のない年度を終えることができた。

①本校での勤務歴が長い教員の多くが定期異動となるため、次年度の教育実践への組織的対応が求められる。
②上記内容に準じ、各教育活動における質の維持、向上が課題である。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標

達成度
「年度末」

学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた
改善案

自分の意見や考え
を文章にまとめる
取り組みを継続さ
せていただきた
い。本を読む習慣
を身につけさせる
とともに、図書館
の積極的な利用を
促してほしい。

「中間」
学校関係者評価(A～D)

仮設校舎であり、
広い校庭がなく、
運動が制限される
中ではあります
が、生徒たちの体
力向上をお願いし
ます。

鹿本学園との取組
はとても良い実践
なので、今後もよ
り良い共生社会の
実現のために継続
をお願いします。

コメント



校内不登校対策委員会と校内特別支
援部会の連携による未然防止、早期
対応
校内いじめ対策委員による適切な実
態対応

・校内特別支援部会を年
間30回以上実施
・生活指導部会での生徒
情報共有30回以上 50% A

・特別支援部会９月末日まで
に１４回実施
・生活指導部会９月末日まで
に１５回実施 A

・全員面接の実施
・教職員に対する研修の充実
・民生委員会との情報共有

・生徒全員面接12月までに
実施
・研修年2回以上
・民生委員との会議1回以上

60% A

・教員研修実施済み
・SC面談９月に実施
・１年生生徒の動画視聴は実
施済み

A

・SC(スクールカウンセ
ラー）による全員面接
・本年度からのSC複数配
置

全員面談実施　7月まで
・SC滞在　週2回程度

90% A

・SC面談は１学期に実施済み
・SC２人体制で実施

A

土曜授業（行事含む）の学
校公開などを学校HP、
TETORUでの参観呼びか
ける

土曜日学校公開（行事含
む）年４回以上
参加状況の報告を学年だ
よりなどで発信

90% A

・土曜授業２回、運動会１回
の３回を実施済み。来校者数
は「学校だより」で周知を
行っている。 A

学校生活や食育に係る給食
の情報など、学校生活を積
極的に発信していく。

学校HPアクセス数
「目標180000」
「指標150000」

50% B

学校HP
９月２２日現在までの閲覧件
数７８９５９

B

学校関係者評価委員会、学
校評議員会、PTA本部役員
会の内容を広く発信してい
く

評議員　年3回
PTA本部役員会　年10回以
上
関係者評価委員会　適宜 60% A

評議員９月までに２回実施
PTA本部役員会９月までに５
回実施

A

「プライド８」とし、愛校
心や自己実現に向けて行動
できる生徒を育成してい
く。

学校だより年間発行数
30回以上で、「プライ
ド８」の取組を発信して
いく。

50% B

・学校だより１３号発行済み
・生徒総会、運動会、生徒会
役員選挙においてプライド８
の取組を発信。 B

・校内、校外のボランティ
ア活動への参加を呼び掛
け、参加生徒の意欲を向上
させる。

・校外ボランティア（自
転車盗難0・地域運動会
など）への参加累計生徒
人数200名以上

50% B

・自転車盗難ゼロ５３名
・宇喜田・小島地区区民運動
会２２名
・花いっぱい運動１５名 B

・外部人材を活用し、生徒
の情操教育の充実をはか
る。

・「二胡演奏会」1回
・「ミュージカル俳優に
よるコンサート」1回

ー ー

・今後計画的に実施予定

ー

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

「土曜日の充実」
〇学校公開、道徳授業
地区公開講座、各種行
事の充実

「スポークスマン活動の充実
１」
学校HP・各便りの充実（教育
活動の発信）

「スポークスマン活動の充実
２」
学校HP・各便りの充実（教育
や改築に関する会議の発信）

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

葛西第二中学校で学ぶ
事に誇りを持ち、向上
心と自立心を持った生
徒の育成

適切に取り組んで
いただいている。

オフィシャルボラン
ティアの充実実践

適切に取り組んで
いただいている。

情操教育の充実 良い取組で、楽し
みにしています。

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

適切に取り組んで
いただいている。

スクールカウンセ
ラーと全員が面接
実施をすることで
相談しやすくなり
ます。

「未然防止のための取
組（生徒の心のケア対
応）」

つながりを大切に
してほしい。

組織的にいじめ、不登
校生徒の対応実施を
図っていく。

ヤングケアラーにたい
する教職員の理解を深
め、適切な実践を図る

毎回地域の行事等
で多くの中学生が
手伝いに参加して
くれるので大変助
かっています。参
加してくる生徒の
成長も感じていま
す。

学生時代の不登校
がきっかけで、社
会に出たときに引
きこもりになるこ
とが非常に多い。
引き続き学校を居
場所作りとして機
能させてくださ
い。

適切に取り組んでいただいている。

今後も学校の様子を発信してほしい。

TETORUの配信により、情報が早く
家庭に届いています。


